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「住まい」と街で体感する近代化過程

さかい　ひでよし

アジア経済研究所（調査企画室長）、広島市立大学、東北大学を経て現在、
新潟県立大学国際地域学部教授
マクロ経済学、進化ゲーム論、情報の経済学の理論に依拠しながら東アジア
地域の近代化過程を観察している。

　
「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」と
い
う
諺
が
あ
る
。
こ

れ
に
〝
住
〟
を
加
え
て
現
代
風
に
言
い
換
え
れ
ば
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー
ズ
（
Ｂ
Ｈ
Ｎ
）
が
満
た

さ
れ
て
社
会
の
秩
序
・
安
寧
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
今
回
の
特
集
は
「
世
界
の
住
ま
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
か
ら
途
上
国
の
Ｂ
Ｈ
Ｎ
で
最
も
基
本
的

ニ
ー
ズ
で
あ
る
「
住
ま
い
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
そ

の
際
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
の
か
興
味

深
々
で
あ
る
。
筆
者
は
一
九
八
〇
年
代
に
延
べ
四
年
間

（
二
年
二
回
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
経
済
学
部
で
の
研
究

機
会
が
与
え
ら
れ
マ
ニ
ラ
に
長
期
滞
在
し
た
。
そ
の
お

り
見
聞
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
住
ま
い
」
や
街
の
変
容

か
ら
こ
の
国
の
近
代
化
過
程
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
に

し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
諸

国
の
成
長
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
が
世
界
銀
行
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

東
ア
ジ
ア
高
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｅ
ｓ
）
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
「
東
ア

ジ
ア
の
奇
跡
」と
呼
ば
れ
た
。
奇
跡
の
具
体
的
内
容
は
、

高
度
経
済
成
長
と
所
得
不
平
等
の
縮
小
と
の
同
時
達
成

で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
の
対

象
国
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
経
済
成
長
と

所
得
不
平
等
の
縮
小
の
程
度
を
地
域
グ
ル
ー
プ
分
け
す

る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
む
し
ろ
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
中
所

得
グ
ル
ー
プ
に
入
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ニ
ラ
に
長
期
滞
在
す
る
と
異
常
な
ま
で
の
「
暮
ら

し
」
や
「
住
ま
い
」
の
格
差
を
体
感
す
る
こ
と
に
な
る
。

マ
ニ
ラ
に
は
三
つ
の
明
確
な
「
住
ま
い
の
分
裂
」
が
見

ら
れ
る
。
堅
牢
な
壁
で
保
護
さ
れ
た
高
級
住
宅
地
区
、

庶
民
の
住
ま
い
が
密
集
す
る
商
業
地
区
、
そ
し
て
公
有

地
で
あ
る
線
路
沿
い
や
河
川
沿
い
、
そ
の
他
所
有
の
曖

昧
な
地
区
な
ど
に
密
集
す
る
ス
ラ
ム
で
あ
る
。
マ
ニ
ラ

以
外
の
大
都
市
と
し
て
は
セ
ブ
が
あ
る
。
第
二
の
都
市

セ
ブ
で
は
マ
ニ
ラ
の
よ
う
に
明
確
な「
住
ま
い
の
分
裂
」

は
見
ら
れ
な
い
。
ル
ソ
ン
島
最
北
端
か
ら
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
ダ
バ
オ
ま
で
全
て
の
地
方
都
市
に
は
共
通
の
特
徴
が

見
ら
れ
る
。
先
ず
農
村
を
後
背
地
と
す
る
市
・
町
・
村

（
バ
ラ
ン
ガ
イ
）
に
は
「
住
ま
い
の
分
裂
」
が
見
ら
れ
な

い
。地
方
の
都
市
構
造
は
例
外
な
く
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
、

役
所
、
教
会
・
聖
堂
の
三
点
セ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
、
街

道
沿
い
に
学
校
施
設
と
住
居
や
商
店
街
が
軒
を
連
ね
て

い
る
。
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
街
の
原
型
が
現
在
も

残
っ
て
い
る
。
大
使
館
勤
務
の
経
験
が
あ
る
通
産
省
Ｏ

Ｂ
が
三
〇
年
ぶ
り
に
マ
ニ
ラ
を
訪
問
さ
れ
、
三
〇
年
前

と
マ
ニ
ラ
が
変
わ
っ
て
い
な
い
と
驚
か
れ
た
。
マ
ニ
ラ

旧
市
街
地
も
や
は
り
変
容
の
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
緩
慢

で
あ
っ
た
。ア
ヤ
ラ
財
閥
が
開
拓
し
た
マ
カ
テ
ィ
地
区
、

サ
ウ
ス
・
ス
ー
パ
ー
・
ハ
イ
ウ
ィ
沿
い
の
高
級
住
宅
地

区
、
日
系
総
合
商
社
が
開
発
し
た
工
業
団
地
、
エ
ド
サ

通
り
等
は
別
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
「
暮
ら

し
」
や
「
住
ま
い
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
非
常
に
緩
慢

な
ス
ピ
ー
ド
で
し
か
変
容
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
世
界
銀
行
が
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
の
対

象
国
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
外
し
た
こ
と
に
は
合
点
が
ゆ

く
の
で
あ
る
。近
代
化
の
過
程
が
都
市
の
再
開
発
や「
住

ま
い
」
様
式
の
急
激
な
変
容
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
近
代
化
の
過
程
は
全
国
的
に

緩
慢
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。




